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カラマツ製遮音壁一設置後 20年経過の現状一

1 カラマツ製遮音壁由開尭と託駿施工

当センター木材部では 林業指導所林陸部時代

の 1980'I-j代半ばに国捕事業の一部として 3タイ

プのカラマツ製遮音肢を開控Lました.その内の

1タイプが 1985年度末に中央自動車道の飯田 IC

のI帽に試験施工されました(図 1).崎工島さは

2001η (100スパン)です. 岡本道路公団(当時)

が定める遮背性能を満たした木製遮音壁としては，

国内の第 1号であったと}.!!'われます九

写真一lに。設i世能約四年経過時q)悌子を示し

ます.遮音叡を落とし込むためのH型鋼は 2m

間隔で立てられています(コンクリート製遮背板

は通常4m~) o 地而に接する下部 2-3段には。

コy夕日 一 l製遮骨板 (90X 500 x 1，960 rnm)を

も"っています .そして，そのJにカラマツ製遮骨

板(1刻一2) を5段ずつ制んでいます .

2 設置桂 20年目白悶査と結果 (中間報告)

品々は現在，先端技術を活Hlした股排水産研究

高度化事業 「木製道路施設の耐久設計維持管理

指針策定のための技術開発J(中核機関:森林総合

研究所， 2004-2008年度)の中で飯田のカラマ

ツ製遮音壁とfa州型木製ガ ドレール 1-3号型

について調査をしています .

上述のカラマツ製遮音壁は設世怯 20年経過と

いう i~mな調査対訟であるため! 日本道路公団(製

中日本両速道路間)の協力を件て，2005停の駄に

3スパン分(飯旧 IC側から数えて [0........12スパン

[1 )を取り外して持ち帰りました(写真 2)。その

部分には。同一fj様で作製した新規のカラマツ製

遮音舷を人れてあります。なお，!ij腐処m!のみは

20年前の PF 3 (フェノール樹脂系)からACQ

のJJIl/E故人へと変更になっています.

展外で 20'HIIIIlI!川した木材は，その材而にかな

りの古唱もが発生しており ，別れの内側も古めて，

ii而付近は/}(尚色に変色していました.ただし，

これらの部材を切って木口l而を観察すると。4鴻占

部分の多くはまだ健全なようでした(写真ー3)。

'l~Jれ ・ 変色以外の変化としては， 一仰の部材に

ねじれや1111がりが認められました。局所的には，
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図 1 カラマツ製連音壁白紙験施工位置

写真一1 約 20年経過時のカラマツ製遭音壁
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図 2 カラマツ材5本からなる遮音板の概要

表崩付近に帳度の腐朽もありそフでした.

持ち帰ったカラマツ製遮音岐部材は， ピロディ

ン曹を)fj¥、た各怖のJJ破城検査を尖施した世， ，11， 
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(左 量 上 段。右 中段}

げ舷邸試験を行う-r定で寸〉

そこで太きな筋等を付ける前にということで，

2006年の互に音響性能試験を行いました.

この試験は.:1学院)，:7;-[中間¥Ul築学科(八五

2007.1 

写真-4 カラマツ製遮音壁の音響透過損失田淵定

量一1 音響透過損先の測定結果 {速報Iil.dB) 

遮汗阪とシ-/レ条円 '100 IIz 1，000 IIz 

10年経過のカフマツ製

よきな隙聞のみンーノレ 16 30 

すべての隙間をシール 32 37 

コンタリ→製新品，シ哨なL 35 35 

q-' n本山"車道路基醜値 25以上 30以上

(-'Iilの残響試験車を，，，ぃ， liil)':学森林韓合研 (IU 11本道路公凶)が胤定する遮音性能(音響透

究所此び当センターの共同で実施しましたo 創IBた)を n宜クリヤーする状態でした(者1)0

宇J.'.i:-4に，音響透過ltl先の測定風景を示します .

こ二に写っているのが 昔鯨唱として使われた残

響試験室です.右帽にもう一つの妓響試験室があ

り それを畳昔日告として使っています.両賞の間

のよきな遮昔日~ 2 枚を 1111 吉 t その凶日開\ (幅 2.7

X川さ 3.6rn)にH咋j制等で枠体を創lんで1 試験

川のノJラマツ製遮音版等を憾とし込みました。

音響透過tll央の抑IJJtr時には.うr.!'.t-'I(f)典に且え

るスビーカーから所定の州政散の晋を順位提生さ

せ出;j:匝にセットしたマイクでそれらの苛止を測

定してし、ます一.

カラマジ製遮音艇は何度bmり上げていること

からI 隙WJの雌ょが懸念されました.そζで，隣

唯が透けて見えるようなよきな附11¥1のみをml粘 "

でゾーノレして測定したとニろ， qr日本町速道路同
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上下の木材問の隙IIfJをすべてシールすると よ

り優れた遮音性能が示されました.従って実(さ

ね)加工をするなり接拍車ね襲を使mするなりの

隙1111対策を講ずIH! 本裂でも l分な性能を維持

しつつ，止101の使)IJに耐え仰る可能性があります.

なお.材而i'Jillれ埠の措世により。カラマツ製遮

-g-.阪の吸音串は向上していました.このことは，

道路側への反射音の軽減効*も，多少は地大して

いた“I能性を示していま寸.

他県では， 4mスハンの木製遮n.堕も造られて

います.現在の木工妓術で対応すれば，より向性

能で低コストの本拠遮音慢も製i1[，r fl'j1gであると，IJ!，

われま寸 o 木材開l 柴田山YIl
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